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[研究概要] 

フルードパワーは古くから利用される技術でありながら，現在も多くの産業分野を支える重要な基盤技術

です．当研究室では，フルードパワーシステムで生じる問題の解決に向けた基礎研究，また，フルードパワー

システムの新たな価値の創出に向けた応用研究に取り組んでいます． 

[アドバンテージ] 

 油圧動力伝達システム等の液体中の気泡分離除去

に関する研究，また，気泡量の計測や制御，気泡の混

入がシステムにおよぼす影響の評価等の研究も行っ

ており，液体中の気泡に起因して生じる問題に幅広く

対応可能です．また，その他にも小形な油圧システム

の開発，気泡の圧縮性を活用した新たな油圧アクチュ

エータの開発，油圧－空気圧のハイブリッドアクチュ

エータの開発等にも取り組んでおり，フルードパワー

の新たな活用法についても検討を進めています． 

[事例紹介] 

・ 旋回流を利用した気泡分離除去装置 

→ 気泡の混入に起因したトラブルの解決 

→ 気泡混入量調整システムの開発 

・ 油中気泡が作動油のみかけの剛性変化におよぼす影響の

評価 

→ 気泡混入量推定技術の確立 

→ 気泡の混入を考慮した解析モデルの確立 

・ 油中気泡の圧縮性を活用した油圧アクチュエータの開発 

・ 低圧小形油圧システム，アクチュエータの開発 

・ 油圧と空気圧のハイブリッドアクチュエータの開発 

 

 
 

気泡分離除去装置の原理 

 
体積弾性係数測定結果例 

 
油中気泡の圧縮性を活用した 

油圧アクチュエータ 

 
■相談に応じられるテーマ 

 液体中の気泡の分離除去，気泡量の計測・制御 

 気泡の混入を考慮した液圧システムの解析 

 フルードパワーシステムの解析モデルの構築 

 小形油圧システムの開発 

■ 主な所属学会 

・（一社）日本フルードパワーシステム学会 
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■ 主な特許 

・ 特許第 7339883 号，気泡含有量調整システム 

・ 特許第 6503330 号，気泡分離除去装置 

・ 特許第 6461623 号，気泡分離除去装置のパラメータ
設定法 
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